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大型電波望遠鏡にとって主鏡面精度の低下は大きな問題である。そこで、我々はこの問題を実時間で補償する
光学システム「ミリ波補償光学」の創出を目指し、その波面センサの開発を推進している。ミリ波補償光学にお
ける波面センサの原理は以下の通りである：周波数等で符号付けした参照信号を発生させ、望遠鏡主鏡面に設置
した複数の送信機で送信し、その信号を受信機で「観測」する。参照信号と受信信号の間の位相差を測定すれば、
波面を計測・再構築することが可能だ。位相差は、相関器で高精度かつ高速に計測することが要求される。
そこで、我々は汎用GPUを搭載した計算機とA/D変換器を用いた相関器の開発を進めている。ソフトウェア

にはミリ波補償光学波面センサ用に改修を加えた PolariS (Mizuno & Kameno et al. 2014) を利用した。相関器
に要請される位相計測精度 (0.1 s積分で∼ 0.1◦ r.m.s.) は、波面計測センサ全体の要求精度 (10 Hz出力の複素相
関係数の位相を 1◦ r.m.s.の精度で計測) より十分高い必要がある。そこで、相関器の性能を評価するため、信号
発生器で発生させた 2系統の CW信号および広帯域雑音信号を相関処理し、Allan分散測定による位相の時間安
定性、分光チャネルの応答関数、位相の帯域透過特性の平坦性を評価した。その結果、0.1 s積分で 0.1◦r.m.s.の
位相精度と、Allan時間≃ 1000 sを達成し、分光チャネルの応答関数も相関器のセットアップ・性能から期待さ
れる理論値に無矛盾であることがわかった。また、位相の帯域透過特性は、分光帯域に渡って十分平坦（< 0.1◦）
であった。従って、本相関器は、要求される性能を十分に満たしていることがわかった。


